
                   

       

               

 

 

節目を大切に 

副校長 川﨑 一範                                                  

 子どもたちにとって、修了、卒業の月となる３月を迎えました。例年とは異なり、様々な制約のある１年間ではあり

ましたが、今できることに精一杯取り組み、心身とも共にたくましく成長した子どもたちの姿が見られることは、保護

者、地域の皆様との共育の成果でもあり、心より感謝申し上げます。 

 竹は、雪の重みにも強い風雨にも耐え、他の木々にはない、たくさんの節目をもって空に向かって真っ直ぐに成長し

ます。わずかな風を竹全体で受け止めるしなやかさとともに、何百キロにも及ぶ力を反り返って跳ね返す力強さをもっ

ているそうです。そのたくましさの秘密は、軽さと強さを併せもつ、規則正しい節目にあるとされています。そのよう

な力をもつ竹は、種から発芽するまで４年以上もかかり、その間に地下で１年間に７～８メートルもの根を張って地上

の竹を支える準備をすると言われます。 

 やがて芽を出した竹は、節目ごとに成長点をもつことで１日に８０～１００センチメートル成長し、２か月弱で２０

メートルにもなります。たくましく成長する姿と、それを隠れたところでしっかりと支える力とのバランスは、私たち

人間の生き方にも大きなヒントを与えてくれます。 

 節をつくり、外から加わる多くの力をしなやかに、力強く受け止め成長する竹の姿は、子どもたちが、目標に向かっ

て頑張ろうと辛抱強く取り組む姿、そのものだと感じます。併せて、学びの過程で、表面的な行動や成果だけではなく、

それらを支える内面の心の葛藤とともに、意欲につながる努力の大切さや自分を支えてくれる周りの人々への感謝の心

も教えてくれます。 

 真っ直ぐな心をもって、たくましく育ってほしいと願うのは、親や教師だけではなく、誰もが望む子どもの姿ではな

いでしょうか。しかし、現実は、人間関係をはじめ様々な困難が次々と降りかかることが多いものです。だからこそ、

それぞれの成長の節目において、めあてをもって進み、振り返ることが大切だと思います。その積み重ねこそが、しな

やかさと力強さの基となる節を築き、これから出会う様々な困難に打ち勝つ知恵や知識の源になることと信じています。 

 さて、この１年間、高山小は「はなれていても こころはひとつ」という合い言葉で行事や生活に取り組んできまし

た。その先頭になって、全校を引っ張り、支えてくれた６年生が、３月２５日、いよいよ卒業の日を迎えます。小学校

生活６年間で学んだこと、教えられたこと、気付いたこと、すべてがこれからの生き方につながっていくと確信してい

ます。“卒業”は、新たなスタートでもあります。卒業生が、自分の夢に向かって、一歩一歩、努力を重ね、柔軟に壁を

乗り越え、夢を実現していくことを心から期待しています。また、１年生から５年生にとっても、３月２４日の修了式

は、１年を締めくくる大切な日です。この１年を振り返り、自分の成長に自信をもつとともに、次の学年に向けてしっ

かりと目標をもたせたいと考えています。そして、新年度も元気にたくましく、次の学年へのスタートを切ってほしい

と思います。 

 今年度の登校日数も、残り１８日（６年生は１９日）となりました。改めまして、この１年間の本校の教育活動への

ご理解、ご協力、ご支援に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 学校からのお知らせとお願い ～ 
 

① 食物アレルギー調査について  お子様の食物アレルギーについて、より詳しい情報が必要な場合など、個別にご連絡を

差し上げ、お聞きすることがありますので、ご承知おきください。 

② ペットボトルキャップの収集の取りやめについて  これまで学校で集めていましたペットボトルのキャップにつきましては、

当分の間、収集を中止することになりました。これまでのご協力に感謝申し上げます。なお、牛乳パックの収集につきましては、

引き続き行います。 
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令和３年 ３月 １日（月） 

三  鷹  の  森  学  園  

三 鷹 市 立 高 山 小 学 校 

校  長   吉 村 達 之 

 

  

～ ３ 月 の め あ て ～ 

生活  １年間のまとめと反省をしよう   

安全  安全な生活についてのまとめをしよう  

保健  １年間の健康生活について、ふりかえってみよう 
 

＜３月～４月はじめの行事予定 ＞ ※変更になる場合があります。 

 

 

 
３月１日（月）クラス音楽祭（２年） 

   ２日（火）クラス音楽祭（３年）安全指導 
   ４日（木）クラス音楽祭（５年）通常日課※ 

   ５日（金）クラス音楽祭（６年）５時間授業 

   ８日（月）放送朝会  

  １０日（水）わか竹学級 体験学習 

  １１日（木）委員会 

  １３日（土）土曜授業日 

（４時間授業・給食なし） 

１５日（月）放送朝会 

   ２２日（月）放送朝会 ６年生を送る会 
   ２３日（火）給食（終） 
   ２４日（水）修了式 卒業式予行 
        （給食なし １～５年１０：３０下校 
              ６年  １２：３０下校） 
   ２５日（木）卒業式 
   
   ※ ４日はクラス音楽祭のた 
    め、木曜日課ではなくなり 

ます。 

 ４月６日（火）始業式 入学式 
   

    

 

 
   

       

  

卒業に向けて 
             ６年学年主任 主任教諭 谷口 由香 

 高山小学校に登校する日も残りわずかになりました。各クラスとも「あと〇〇日」と卒業までのカウン

トダウンを行い、残りの小学校生活を過ごしています。 

 昨年度末から新型コロナ感染症対応のため、いろいろな活動が制約されました。６年生として表立って

リーダーシップを発揮する機会も減りました。行事や日頃の活動の中でも、最高学年の格好良い姿を全校

の前で披露することもできませんでした。しかし、そのような中でも、委員会やクラブ活動、日頃の生活

で「今、自分たちが『できること』がないか」を考え、話し合い、果敢に取り組む姿が見られました。例

年と違った「分散運動会」や「クラス音楽祭」でも、「最高学年としての演技・演奏がしたい。」と友達

と協力し、励まし合い、必死に取り組んできました。このような状況下だからこそ、人と人とのつながり

の大切さを感じたことと思います。最後の最後までみんなで力を合わせ、全力で取り組み、小学校生活の

最後の授業である「卒業式」に向けて、一日一日を大切に歩んでいきます。 

  

 

 

  


